身体拘束適正化 記録テンプレート 2026年版
3要件の判断・委員会運営・記録
■ 基本情報
	利用者氏名
	佐藤 太郎
	記録日
	2026年6月7日

	記録者
	○○
	管理者確認
	


■ 3要件の確認（緊急やむを得ない場合）
	項目
	記入欄

	切迫性
	転倒・転落により生命に危険が及ぶ可能性が高い

	非代替性
	他に代替する方法がない（離床センサー等を試みた）

	一時性
	身体拘束は一時的なものである


■ 身体拘束の内容
	項目
	記入欄

	拘束の方法
	ベッド柵（4点柵）

	理由・目的
	夜間のベッドからの転落防止

	開始日時・解除予定
	6/7〜状態改善まで


■ 本人・家族への説明
	項目
	記入欄

	説明日・説明者
	6/7・管理者○○

	家族の同意
	長男が同意（署名）

	本人への説明
	可能な範囲で説明


■ 経過観察・解除検討
	項目
	記入欄

	心身の状態観察
	1時間ごとに観察、記録

	解除に向けた取組
	日中の離床促進、環境調整

	委員会での検討
	身体拘束適正化委員会で月1回検討


■ 記入のポイント
・身体拘束は原則禁止です。緊急やむを得ない場合の3要件（切迫性・非代替性・一時性）をすべて満たす必要があります。
・本人・家族への説明と同意、経過観察、解除に向けた取組を必ず記録します。
・身体拘束廃止未実施減算を避けるため、委員会・指針・研修・記録の整備が必要です。
■ 根拠・関連様式
・身体拘束適正化のための指針・委員会・研修・記録が運営基準上の義務です。
・関連様式：身体拘束適正化委員会議事録、説明同意書
■ 改訂履歴
	版
	改訂日
	改訂内容
	承認者

	1.0
	2026-06
	初版作成
	


ふくしの素材館  https://kaigo-sozai.com  ／ 参考様式・各施設の実情に合わせて編集してください




